
疾病別医療連携検討部会での検討状況について 

 

１ ５事業５疾病及び在宅医療の検討体制及び検討状況 

  ５事業５疾病及び在宅医療等の個別の会議において、適宜、分野別の課題について検討

することとしている。 

 会議体 所管課 検討状況 

救急医療  救急医療問題調査会 医療課 ９月意見照会、11

月会議開催予定 

災害時における医療 災害医療コーディネー

ター会議 

健康危機管理課 ５月から検討中 

周産期医療 周産期医療協議会 医療課 ９月意見照会、11

月会議開催予定 

小児医療 救急医療問題調査会 

小児救急部会 

医療課 ９月意見照会、11

月会議開催予定 

在宅医療 在宅医療推進協議会 医療課 ９月会議開催予定 

がん がん対策推進協議会 がん・疾病対策課 ８月から検討中 

脳卒中 脳卒中 WG 医療課 10 月に第２回会議

開催予定 急性心筋梗塞等の心

血血管疾患 

急性心筋梗塞等の心血

管疾患 WG 

医療課 

糖尿病 糖尿病 WG 医療課 

精神疾患 精神保健福祉審議会 がん・疾病対策課 ８月から検討中 

 

２ ３疾病（糖尿病、脳卒中、心筋梗塞等の心血管疾患）ワーキンググループ委員構成 

（1）糖尿病 

①県医師会 ②糖尿病専門医 ③県歯科医師会 ④県看護協会 

⑤全国健康保険協会神奈川県支部 ⑥行政 ⑦県薬剤師会 

 

（2）脳卒中 

①県医師会 ②脳卒中専門医 ③県介護支援専門員協会  

④県訪問看護ステーション協議会 ⑤県リハビリテーション三団体協議会 

⑥行政 ⑦県歯科医師会 

 

（3）心筋梗塞等の心血管疾患 

①県医師会 ②心血管疾患専門医 ③県介護支援専門員協会 

④県訪問看護ステーション協議会 ⑤県リハビリテーション三団体協議会 
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３ 開催日時 

（１）第１回 糖尿病医療連携検討部会   ８月８日（火）  

（２）第１回 脳卒中医療連携検討部会   ８月 17日（木） 

（３）第１回 心血管疾患医療連携検討部会 ８月 22日（火） 

 

４ 第１回検討部会検討内容 

 ○ 改定素案たたき台（案）を元に、課題について議論した。抽出した課題をもとに、第

２回で具体的な施策の検討を行っていくこととした。 

 

５ 各検討部会で出た主な意見 

(1) 糖尿病医療連携検討部会 

  ○ 多職種連携として、医師・歯科医師以外のメディカルスタッフについて記載すべき。 

  ○ 若い世代（働く世代）からの健康づくりが課題。 

  ○ 糖尿病重症化予防の取組み（生活習慣改善に向けた取組み）に重点を置くべき。 

 

(2) 脳卒中医療連携検討部会 

  ○ 脳卒中は助かったとしても障害が残る可能性の高い重大な疾病であり、健康寿命

を阻害する最大の要因といった方向で計画に位置付けるべき。 

  ○ トリアージ知識の普及が課題。ex）「顔・腕・言葉」に異常があったらすぐ受診 

 

(3) 心血管疾患医療連携検討部会 

  ○ 施策で発症予防を行い、在宅でどう受け入れていくか、多職種連携の検討が必要。 

  ○ 40 代以上では生活習慣を変えていくことが難しいので、30 代に焦点を絞り、対策

を行ってはどうか。 

  ○ 心臓リハビリテーション職種が病院にしかいない地域が多く、退院後に在宅で心

臓リハビリテーションを受けられる場所がほとんどないことが課題。 

 

６ 今後スケジュール 

〇 10月中に第２回検討部会を開催し、11月開催予定の第４回保健医療計画推進会議に

素案を提出する。 

 


